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様々な生活史をもつ淡水カジカ類の生態解明暑さに強い海藻を調べる

・養殖技術の改善に貢献します。
・容易に移動可能な魚道の設置や河川改修など、自然河川における保全策の構築に
　寄与します。

ビ
プ

　海藻は，魚介類の「海のゆりかご」となる藻場を形成したり、ノリやワカメ等のように養殖
され食用になったりします。しかし近年、気候変動に伴う海水温の上昇等により、藻場の衰退
や構成種の変化、養殖生産量の低下が認められるようになりました。高い海水温環境下での海
藻の生育特性を明らかにするために、詳細な温度条件下で培養実験を行っています。

　海藻が生きることができる上限の温度
（生育上限温度）を調べるには、1℃間
隔で設定できる流水式の培養装置を使い
ます（図1)。これまでの実験によって藻
場構成種や養殖対象種の生育上限温度は、
海藻の種類によって異なることがわかり
ました（表1)。これらの知見は、気候変
動に対して海藻を持続可能な資源として
安定利用するために必要な基礎的な情報
となります。

・藻場の衰退や構成種の変化の予測に寄与します。
・環境変化に対応した海藻養殖の推進に貢献します。

　淡水カジカ類は内水面漁業の重要な地域特産種として、増養殖が望まれています。それら
は様々な生活史をもち、1年で生涯を終えるヤマノカミ、2年で産卵を行いその生涯を終える
カマキリ、複数年にわたり産卵を繰り返すカジカ小卵型・中卵型・大卵型を対象として、個
体識別法によるフィールド調査と飼育実験などを実施しています。　

　西日本には、海で産卵して川に遡るヤマノカミとカマキリ、川で産卵した後海や湖に降
り、再び川に遡るカジカ小卵型と中卵型、河川の上・中流だけで一生を送るカジカ大卵型が
います（図1)。研究の結果、海で産卵する2種の最適水温は20℃、他の3種は16℃と低く
（図2）、5種とも天然河川では、夏季にはほとんど成長しないことがわかってきました（文
献は魚種名（学名）と水温（water temperature）と
成長（growth）で検索できます）。

表１　海藻類の生育上限温度

図1　流水式温度勾配培養装置
    　  25～30℃の1℃間隔で温度条件を設定した場合

図１　淡水カジカ類の生態写真
A：ヤマノカミ（矢印）、B：カマキリ、C：カジカ小卵型、 
D：カジカ中卵型、E：カジカ大卵型
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1) https://www.fish-u.ac.jp/kenkyu/sangakukou/kenkyuhoukoku/69/04_1.pdf
2) https://www.fish-u.ac.jp/kenkyu/sangakukou/kenkyuhoukoku/63/04_2.pdf

図2　飼育実験で明らかとなった淡水カ
　　  ジカ類5種の成長（日間成長率、％）
　　  と水温の関係


